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1. プログラムの作成の目的 

『田んぼダムの取組による温室効果ガス排出削減量の算定プログラム』(以下、本算定プログラムとす
る)は、田んぼダムの取組による排水流出量の抑制に係る温室効果ガス排出量算定手法の汎用化を図る
ため、Excel を活用し、基本的なデータを入力することで温室効果ガス排出削減量を算定できるプログ
ラムとして作成されたものです。 
本マニュアルでは算定プログラムの操作方法を説明したものです。算定手法や原単位の詳細は「解説
書」に掲載しています。 

 

2. プログラム使用に当たっての留意点 

1）算定の対象 

田んぼダムの取組による流出抑制機能は取り組んでいる地域が低平地なのか、河川の上流域なの
かにより、その発現の仕方は異なります。 
また、その機能をどのように評価するのか、何に置き換えて定量的に評価するかは、代替施設の

整備状況や降雨時の排水方法が地域によって異なるため、様々な方法が考えられます。 
本プログラムでは、「土地改良事業の費用対効果分析マニュアルの制定について」（平成 19 年３

月 28 日付け 18 農振第 1597 号農村振興局企画部長通知）における、「田んぼダムの取組に係る
水田貯留機能向上効果算定手法の解説」の考え方を前提として、田んぼダムの取組による流出抑制
機能を代替施設（排水機場）に置き換え、代替施設を建設した場合に排出される温室効果ガスを田
んぼダムの取組により削減される排出量として算定しています。 

 
（1）田んぼダムの取組による流出抑制機能 

現況の田んぼの場合(田んぼダムなかりせば)と田んぼダムに取り組んだ場合(田んぼダム
ありせば)の水田１ほ場あたりの最大流出量の差（ピークカット流量）を取組面積に乗じて
算定。ただし、河川の流況は考慮していません。 

 
（2）流出抑制機能相当の代替え施設（排水機場） 

上記（1）で算定したピークカット流量（m3/s）に相当する排水能力を有する排水機場を
新設することを想定。ただし、既存の排水機場の稼働時間等の削減は考慮していません。 
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2）水田流出簡易計算プログラムのダウンロード 

田んぼダムの取組による温室効果ガス排出量削減効果を、現況の田んぼの場合(田んぼダムなか
りせば)と田んぼダムに取り組んだ場合(田んぼダムありせば)の水田からの最大流出量の差（ピーク
カット流量）を求め、最大流出量の差分の排水に必要な代替施設（排水機場）を建設・維持管理し
た場合に排出される温室効果ガス排出量を削減効果として算定しています。 
このため、最大流出量の差を求めるために、公表されております「水田流出簡易計算プログラム 

農林水産省」が別途必要となりますので、以下に示しました URL または本算定プログラムの「操
作説明」シートに記載のある URL よりダウンロードして下さい。 

 

・水田流出簡易計算プログラム 
⇒https://www.maff.go.jp/j/nousin/mizu/kurasi_agwater/attach/other/ryuuiki_tisui-3.xlsm 

 

・水田流出簡易計算プログラム操作マニュアル 

 ⇒https://www.maff.go.jp/j/nousin/mizu/kurasi_agwater/attach/pdf/ryuuiki_tisui-33.pdf 
  

出典：農林水産省「農業・農村の有する多面的機能」 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/mizu/kurasi_agwater/attach/other/ryuuiki_tisui-3.xlsm
https://www.maff.go.jp/j/nousin/mizu/kurasi_agwater/attach/pdf/ryuuiki_tisui-33.pdf
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3）著作権 

本算定プログラムは、「フリーソフトウエア」として広く活用していただくことを目的としており
ますが、著作権は農林水産省が保有しております。 
本算定プログラムの使用に際しては、以下の使用条件に同意したものとみなします。  
 

・ 商業利用をしないこと  

・ 算定プログラムの第三者への再配布をしないこと  

・ 算定プログラムの移植、変更、追加等の改変を行わないこと  

・ 算定プログラムおよびデータの使用によって生じる、 直接・間接を含むいかなる損害に対し

ても、農林水産省は一切責任を負わないことに同意すること  
 
上記使用条件を満たす本算定プログラムの使用に際して、著作権者への許諾は不要です。 
なお、本算定プログラムを使用した際に、バグや不具合があった場合は、巻末の連絡先までご連

絡下さい。 
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3. プログラムの構成及び使用に当たっての共通事項 

1）本算定プログラムの構成 

本算定プログラムは以下の表に示したシートにより構成しております。 

  

シート名 シート色 概要説明 操作有無 

操作説明 灰色 プログラムの簡易操作説明のシートになります。 不要 

【入力】ユーザー入力

シート 
黄色 

対象地区にあった数値をユーザーが入力するシート

になります。 
必要 

【貼付】別途プログラ

ムの算定結果シート 
黄色 

「水田流出簡易計算プログラム」の算定結果である

[Result_流出量]シートの値を貼付するシートになり

ます。 

必要 

【出力】温室効果ガス

削減量算定結果シート 
赤色 

本算定プログラムの算定結果について、ご利用しや

すいように様式を整えたシートになります。 

位置図や流出量抑制器具等の写真・図の挿入を行っ

て下さい。 

一部 

【出力】算定結果詳細

内訳シート 
赤色 

本算定プログラムの算定結果について、排出プロセ

スの内訳等詳細な結果をとりまとめたシートになり

ます。 

一部 

温室効果ガス年排出量

算定書 
青色 温室効果ガス年排出量の算定書になります。 任意 

田んぼダム詳細 

算定書 
青色 

田んぼダムの各温室効果ガス排出項目についての算

定書になります。 
任意 

機場ポンプ詳細 

算定書 
青色 

代替施設のポンプ運転に係る温室効果ガス排出項目

についての算定書になります。 
任意 

 

2）本算定プログラムの使用に当たっての共通事項 

（1）プログラムの入力順について 

本算定プログラムは上から順に入力し、必ず表示されているステップ順に入力を行って下さい。 

 

（2）プログラムの数値に係る用語について 

本算定プログラム内で使用されている数値に係る用語については以下の通りとなります。 

 

・初期入力値：算定を行う際に参考となる数値として、本算定プログラムを作成するにあたって

収集したケーススタディ地区の一般的な数値を記載しています。 

また、ケーススタディ地区の情報を基にした平均値についても初期入力値として

記載しています。 

・デフォルト値：活動量に対して排出量を算定する際に用いる活動量当たりの温室効果ガス排出

原単位とする値を記載しています。 

または、諸係数、メーカー聞き取りにより整理した資材等の単価を記載してい

ます。 
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（3）セルの色分けに関する事項 

赤色セル：ユーザーが入力する際に初めに確認してほしい内容や算定結果について強調し

ています。(このセルについて入力等の編集は不要です)  

黄色セル：ユーザー入力項目になりますので、対象地区にあった数値を入力して下さい。 

また、記載済みとなっている初期入力値は、算定する際の標準値となりますの

で、数値設定の目安または記入済み数値を算定に使用するなどご活用下さい。 

なお、入力の際には本マニュアルまたはプログラムに記載のある入力内容の説

明をご確認下さい。 

緑色セル：セルをクリックし、表示された右側の▽をクリックすると選択できるリストが表

示されますので、対象地区に合った項目を選択して下さい。 

青色セル：ユーザーが任意で数値の入力を行えますが、通常の算定では入力不要です。 

灰色セル：自動計算や基準値であるデフォルト値等が入力されているセルです。 

セルに対して編集等は不要となります。 

ただし、入力内容の説明で「修正可能です」と記載のある場合は、入力数値の

セルを手打ち入力になりますが数値の変更を行えます。 

なお、上記セルの色分けについて、ステップ順及び入力項目の上から順番に入力を行うこと

でセルの色表示が変わることがありますのでご注意下さい。 

 

（4）入力項目以外の部分について 

入力項目以外の部分については、編集等が行えない様にセルロック処理をしています。 
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4. 算定フロー及び算定方法の選択 

1）温室効果ガス排出削減量算定フロー 

本算定プログラムの使用に当たり、以下のフローに基づき算定作業を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.本算定プログラムにおける温室効果ガス排出削減量算定フロー 

  

【簡易算定】の場合、
入力等を省略 

⇐この項目の算定作業の際に
「水田流出簡易計算プログラ
ム」が必須となります 
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2）算定方法の選択 

本算定プログラムの使用にあたり、まず前項のフローで示しましたステップ① 算定方法の選択を
行います。 
算定方法は、「簡易算定」と「詳細算定」があり、初めて本算定プログラムを使用する際などは「簡

易算定」を選択して下さい。 
 
〇簡易算定：資料の入手や入力が比較的容易な必須項目のみの入力で算定が可能です。 

初めて本算定プログラムを使用されるユーザーはこちらを選択して下さい。 
 

 
〇詳細算定：田んぼダムの維持管理項目や代替施設(排水機場)の項目を入力可能な場合として、

地区実態に合わせた精緻な算定を行いたい場合に選択して下さい。 
 

以下に、各算定方法で入力が必要となる資料を示します。 
 

整理

番号 
必要な内容 

必要となる項目 
本書該当 

ページ 
詳細 
算定 

簡易 
算定 

1 田んぼダムの取組全体面積 〇 〇 P-6 

2 区画(一筆)当たりの諸条件 〇 〇 P-7 

3 落水口(桝)の諸条件 〇 〇 P-8 

4 流出量抑制器具の諸条件 〇 〇 P-9～10 

5 取組を行う際の維持管理内容 〇  P-11～13 

6 代替施設(排水機場)の諸条件 〇  P-14～15 

7 ピークカット流量算定結果等 〇 〇 P-16～25 
 
以下に本算定プログラムの操作時のイメージ図を示しますのでご確認下さい。 
  
＜操作イメージ＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

「●●」部分を削除して対象となる
地区名を初めに入力して下さい。 

 緑色のセルをクリックする
と赤丸で示した▽マークが表
示されます。 
 ▽マークをクリックしてリ
ストから選択して下さい。 
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5. 田んぼダムの取組に係る入力について 

ステップ②及びステップ③の内容について、本算定プログラムにおける操作方法を以下に示します。 

 

5.1. [田んぼダムの取組に係る入力項目]の入力方法 
【ステップ②】 

以下に、本算定プログラムの入力項目のイメージを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.1.1. 取組全体面積の入力について 

算定対象の地区内で田んぼダムに取り組んでいる水田の合計面積を入力して下さい。 

 

5.1.2. 区画(一筆)当たりの諸条件について 

田んぼダムの取組を行う上で標準となる区画(一筆)当たりの条件を入力項目に従い、表の上か

ら順に入力を行って下さい。 

次頁に、各項目についての詳細な入力方法等を示しますのでご参照下さい。 

また、対象となる地区で標準的な田んぼの区画(一筆)が複数ある場合は、加重平均を行って

標準値を設定する必要があることに留意して下さい。 

なお、本項目は別途必要となる「水田流出簡易計算プログラム」に入力する項目と同じ内容

がありますので、整合性を確認しながら入力を行うことに注意して下さい。 

  

前項のステップ①で算定方法を選択することで上記のようにセルの色が
変化し、「入力内容の説明」の項目に説明内容が記載されます。 
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5.1.2.1. 田んぼ形状に係る入力について 

田んぼの形状は地区の標準的な区画の長さなどを入力して下さい。 

入力項目の解説は以下のとおりです。 

 

＜操作画面イメージ＞ 

 

 

 

 

 

＜入力項目の説明＞ 

入力項目 入力内容 
水田流出簡易計算 

プログラムとの整合性 

長辺長 
対象地区で標準的な田んぼの区画(一筆)当たりの長辺

方向の長さを入力して下さい。 
〇 

短辺長 
対象地区で標準的な田んぼの区画(一筆)当たりの短辺

方向の長さを入力して下さい。 
〇 

一筆面積 
 標準的な区画の面積です。 

自動計算のため入力不要。 
－ 

畦畔高 
 対象地区で標準的な田んぼの区画(一筆)当たりの畦畔

の高さを入力して下さい。 
〇 

畦畔上幅 

 対象地区で標準的な田んぼの区画(一筆)当たりの畦畔

の幅を入力して下さい。 

 なお、「簡易算定」を選択した場合は標準的な畦畔上幅と

して記載している初期入力値の「0.3m」で算定を行います。 

－ 

畦畔の施工 

 田んぼダム導入時に畦畔の施工として畦畔かさ上げや

畦畔整形等の畦畔整備を別途行った場合は「有り」を選択

して下さい。 

特に行っていない場合は「無し」を選択して下さい。 

－ 

 

 

 

  

区画(一筆)当たりの諸条件
長辺長 100 m
短辺長 50 m
一筆面積 5000 ｍ2
畦畔高 0.25 m
畦畔上幅 0.20 m
畦畔の施工 無し

地区内の標準的な区画(一筆)の畦畔上幅を記入して下さい。　[標準的な区画が複数ある場合は加重平均した値とする]
田んぼダムの取組導入時に畦畔の施工の有無について、セル選択後に▽で「有り」または「無し」を選択して下さい。

標準的な区画(一筆)の畦畔高を記入して下さい。　[標準的な区画が複数ある場合は加重平均した値を記入する]

標準的な区画(一筆)の長辺長を記入して下さい。　[標準的な区画が複数ある場合は加重平均した値を記入する]
標準的な区画(一筆)の短辺長を記入して下さい。　[標準的な区画が複数ある場合は加重平均した値を記入する]
自動計算のため記入等行わないで下さい。 [区画(一筆)当たり面積＝ 0.5 ha]
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5.1.2.2. 落水口(桝)に係る入力について 

落水口(桝)は田んぼの排水側に設置されており、堰板を差し込むなどして排水管理を行うも

のです。 

地区の標準的な田んぼに設置されている落水口(桝)の形状を入力して下さい。 

入力項目の解説は以下のとおりです。 

 

＜操作画面イメージ＞ 

 

 

 

 

＜入力項目の説明＞ 

入力項目 入力内容 
水田流出簡易計算 

プログラムとの整合性 

落水口(桝) 

設置個数 

対象地区で標準的な田んぼの区画(一筆)当たりの落水

口(桝)の設置個数を入力して下さい。 
〇 

既設利用の

有無 

 田んぼダムの取組を始める時に落水口(桝)を新たに設

置した場合は「新設」、既設の落水口(桝)を利用している場

合は緑色セルをクリックして▽マークよりリストから「既

設利用」を選択して下さい。 

 「既設利用」を選択した場合、「一基当たりの施工費」は

入力不要。 

－ 

1基当たりの

施工費 

落水口(桝)の新設を選択した場合、一般的な設置費用と

して設定しています「デフォルト値」の数値が自動で入力

されます。 

施工費用がわかるユーザーは「地区実態」セルに田んぼ

ダムの取組にあたり新たに設置した落水口の設置費用を

入力してください。 

－ 
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5.1.2.3. 流出量抑制器具に係る入力について 

流出量抑制器具は田んぼからの排出量を調整するために、落水口(桝)に設置する器具(堰板

等)です。器具の種類と入力項目の解説は以下のとおりです。 

 

＜操作画面イメージ＞ 

 
 
 
 

 

＜入力項目の説明＞ 

入力項目 入力内容 
水田流出簡易計算 

プログラムとの整合性 

器具の方式 

標準的な田んぼに設置されている器具の形状方式につ

いて、緑色セルをクリックして▽マークよりリストから選

択して下さい。 

器具の方式は次頁の図を参照して下さい。 

〇 

形式  器具方式の選択により自動選択されるため、入力不要。 － 

材質 
 流出量抑制器具の材質について、緑色セルをクリックし

て▽マークよりリストから選択して下さい。 
－ 

その他材質

の場合の 

排出原単位 

 前の項目「材質」で「その他材質」を選択した場合に、

入力が必要です。 

材質に温室効果ガス排出原単位(tCO2kg/千円)を入力し

て下さい。 

 材質毎の排出原単位の設定方法については、本算定プロ

グラムの解説書 P-20 をご確認下さい。 

－ 

作成費の 

計上方法 

 本入力項目は器具の作成費用が落水口(桝)の施工費用

に含まれているのかを確認する項目です。 

 器具の作成費が分かる場合や費用が不明な場合は「単独

作成」を選択して下さい。 

また、落水口(桝)の施工費と一式計上され、器具のみの

費用に分離できない場合は、緑色セルをクリックして▽マ

ークよりリストから「落水口(桝)施工に含む」を選択して

下さい。 

 なお、「落水口(桝)施工に含む」を選択した場合、次の項

目については自動的に入力不要となります。 

 

作成費用 

地区実態 

 「地区実態」セルは器具 1枚当たりの購入金額が分かる

場合に数値を入力して下さい。 

 不明な場合は、「 空欄 」または「 0 」として下さい。 

上記により、一般的な作成費用として設定しています

「デフォルト値」により排出量が計算されます。 

－ 

 

なお、詳細については、以下の内容をご参照下さい。 

・本算定プログラムの解説書 P-16～20 

・「水田流出簡易計算プログラム 操作マニュアル」 P-3 または P-12～18  

器具の方式
形式
材質
その他材質の場合の排出原単位 kgCO2/千円
作成費用 作成費の計上方法

地区実態 円/枚
デフォルト値 5,000.0       円/枚

流出量抑制器具
器具の方式について、セル選択後に▽のリストから選択してください。 [器具方式はマニュアルP●●を参照]

機能一体型
プラスチック製

作成費用が不明(空欄または 0 )な場合にデフォルト値で算定を行います。 [自動入力のため記入等しないで下さい]
器具作成費用について、費用が分かる場合は記入して下さい。　[不明な場合は、空欄又は「0」を記入する]

器具の代表的な材質について、セル選択後に▽で「木製」,「プラスチック製」,「その他材質」から選択して下さい。

三角セキ方式

材質が「その他材質」ではないため記入不要となりますので記入しないで下さい。

自動的に形式は選択されるため記入等行わないで下さい。

単独作成 器具の作成費用について、セル選択後に▽で「落水口(桝)施工に含む」または「単独施工」から選択してください。
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【参考：流出量抑制器具の形状方式】 

出典：「水田流出簡易計算プログラム操作マニュアル」 
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5.2.  [田んぼダムの取組における維持管理に係る入力項目]の入力方法 

【ステップ③】 

以下に、本算定プログラムの田んぼダムの維持管理に係る入力項目のイメージを示します。 

なお、算定方式の選択で「簡易算定」を選択した場合、入力は不要です。 

 

＜操作画面イメージ＞ 

  【簡易算定】を選択した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  【詳細算定】を選択した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁以降の 5.2.1.～5.2.2.に、【詳細算定】を選択した場合のマニュアルを示します。 

  

前項のステップ①で「【簡易モード】」を選択することで左側セルの記載が
「ステップ③【入力省略】」となり、セル全体は灰色のままとなります。 
なお、入力項目毎に何か数値が入力されていたとしても【簡易算定】を選

択した段階で、入力数値は考慮されず算定されますのでご注意下さい。 
本項目における【簡易算定】時の算定方法等については、本算定プログラ

ムの解説書 P-14~15 をご参照下さい。 

前項のステップ①で「【詳細算定】」を選択することで上記のようにセルの
色が変化し、「入力内容の説明」の項目に説明内容が記載されます。 
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5.2.1. 畦畔に係る維持管理の入力について 

田んぼダムの取組に伴い発生する畦畔の維持管理に関して入力する項目です。 

「詳細算定」を選択した場合に入力が必要です。 

 

＜操作画面イメージ＞ 

 

 
 

＜入力項目の説明＞ 

 

入力項目 入力内容 
水田流出簡易計算 

プログラムとの整合性 

畦畔塗り等 

の補修回数 

田んぼダムの取組に伴い新たに発生した畦塗作業等の

回数を入力して下さい。 

維持管理として別途で補修を行わない場合(通常の営農

と変わらない)場合や不明な場合は、「 空欄 」または「 0 」

として下さい。 

なお、「 空欄 」または「 0 」とした場合は、次の項目

は自動入力され、入力不要です。 

－ 

畦畔塗り等 

の使用機械 

畦畔の維持管理の際に使用する機械を、緑色セルをクリ

ックして▽マークのリストから選択して下さい。 

選択リスト「トラクター」「バックホウ」以外の機械は選

択できないため、該当する機械がない場合は近いほうを選

択して下さい。 

－ 

 

算定方法や考え方の詳細については、本算定プログラムの解説書 P-21～22をご参照下さい。 

 

 

  

畦畔に係る維持管理
畦畔塗り等の補修回数 1 回/年
畦畔塗り等の使用機械 別途必要となる畦畔塗りの際に使用する機械について、セル選択後に▽のリストから選択してください。

通常の営農と異なり別途畦畔塗り等の補修を行う場合の回数を記入して下さい。 [別途補修を行わない場合は空欄または 0 を記入する]
トラクタ
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5.2.2. 落水口(桝)や流出量抑制器具の維持管理の入力について 

田んぼダムの取組に伴い発生する落水口(桝)や流出量抑制器具の維持管理に関する入力項目

については以下の通りです。 

 

＜操作画面イメージ＞ 
 
 
 
 
 

 
 

＜入力項目の説明＞ 
入力項目 入力内容 

地区実態の 

把握条件 

落水口(桝)等の維持管理の詳細が把握でき、温室効果ガス排出量を詳細に算定し

たい場合は「把握可能」を選択して下さい。 

わからない場合や詳細算定しない場合は「不明または簡易算定」を選択して下さ

い。 

【詳細算定】を選択している場合は、基本的に「把握可能」を選択して下さい。 

なお、「不明または簡易算定」を選択した場合は、次の項目が自動的に灰色となり、

入力している数値に係わらず【簡易算定】と同様な算定方法となることに注意して

下さい。 

見回り回数 

田んぼダムの取組に伴い新たに発生した落水口(桝)や流出量抑制器具の点検等の

見回り回数を入力して下さい。 

また、新たに行わない場合(通常の営農と変わらない)場合や不明な場合は、「 空

欄 」または「 0 」として下さい。 

見回りに係る走行

距離 

見回りで移動する距離（往復）を入力（既修正）して下さい。 

入力する数値は田んぼ 1haあたりの移動距離です。 

標準的な農家が見回りで移動する距離を耕作面積で割った値を入力して下さい。 

なお、不明な場合は初期入力値を修正しないでください。 

水管理回数 

田んぼダムの取組に伴い新たに発生した落水口(桝)や流出量抑制器具の水位調整

等の水管理回数を記入して下さい。 

新たに見回りを行わない場合(通常の営農と変わらない)場合や不明な場合は、

「 空欄 」または「 0 」として下さい。 

水管理に係る走行

距離 

水位調整等の水管理で移動する距離（往復）を入力（既修正）して下さい。 

入力する数値は田んぼ 1haあたりの移動距離です。 

標準的な農家が見回りで移動する距離を耕作面積で割った値を入力して下さい。 

なお、不明な場合は初期入力値を修正しないでください。 

増加する維持管理

の合計回数 
自動計算のため入力不要。 

増加する維持管理

の平均走行距離 
自動計算のため入力不要。 

 

算定方法や考え方の詳細については、本算定プログラムの解説書 P-23～25をご参照下さい。  
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6. 代替施設(排水機場)に係る入力について 

【ステップ④】 

以下に、本算定プログラムの代替施設(排水機場)に係る入力項目のイメージを示します。 

なお、算定方式の選択で「簡易算定」を選択した場合、入力は不要です。 

 

＜操作画面イメージ＞ 

  【簡易算定】を選択した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【詳細算定】を選択した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁に、【詳細算定】を選択した場合のマニュアルを示します。 

  

前項のステップ①で「【簡易算定】」を選択することで上記のようにセルの
色が変化し、「入力内容の説明」の項目に説明内容が記載されます。 
灰色となっている項目については、基本的に初期入力値での算定となりま

す。(数値の変更は可能です) 
ただし、代表ポンプ動力については入力数値の記載に係わらず「電動機」

で算定を行うように設定しておりますのでご注意下さい。 
本項目における初期入力値等の設定方法等については、本算定プログラム

の解説書 P-28 をご参照下さい。 

前項のステップ①で「【詳細算定】」を選択することで上記のようにセルの
色が変化し、「入力内容の説明」の項目に説明内容が記載されます。 
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【詳細算定】を選択した場合に代替施設(排水機場)の諸条件の入力が必要です。 

本算定プログラムでは田んぼダムの取組による流出抑制機能見合いの代替施設を排水機場と

し、排水機場の建設・維持管理に係る排出量を算定しています。 

代替する排水機場の維持管理方法については地区近傍の排水機場の維持管理に置き換えて入

力することで算定が可能です。 

排水機場の諸元の入力にあたっては排水機場を整備した際の事業計画書等を参考にして下さ

い。 

機場の諸元の入力項目は以下のとおりとなります。 

 

＜操作画面イメージ＞ 
 
 
 
 
 

 

＜入力項目の説明＞ 
入力項目 入力内容 

代替施設 

(排水機場)の 

代表ポンプ動力 

算定対象（地区近傍施設等）とする排水機場のポンプ動力について、緑色セル

をクリックして▽マークよりリストから選択して下さい。 

なお、算定対象の排水機場のポンプ動力が 2 つ以上ある場合は、主に利用する

ポンプの動力を選択するようにして下さい。 

【簡易算定】を選択した場合にはセルの記載に係わらず「電動機」で算定を行

います。 

代替施設 

(排水機場) 

の揚程 

算定対象（地区近傍施設等）の排水機場の実揚程を入力して下さい。 

数値が分からない場合は、初期入力値を変更しないで下さい。 

なお、初期入力値は本プログラムを検討した際のケーススタディ地区の平均値

を記載しています。 

代替施設 

(排水機場)の 

年間維持管理費 

算定対象（地区近傍施設等）の排水機場の 1 年間の保守点検等に係る維持管理

費を入力して下さい。 

維持管理費として計上する費用は以下のとおりです。 

 ・保守点検費 

 ・施設管理費(施設費) 

 ・整備修繕費(補修費) 

 ・事務費 

不明な場合は、「 空欄 」または「 0 」として下さい。 

上記とした場合は自動的に初期入力値である本プログラムを検討した際のケ

ーススタディ地区の平均値を基に算定します。 

 

算定方法や考え方、初期入力値の詳細については、本算定プログラムの解説書 P-26～28をご

参照下さい。 
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7. 水田流出簡易計算プログラムを用いた算定 

【ステップ⑤】 

以下に、本算定プログラムで必要になる「ピークカット流量」について水田流出簡易計算プログ

ラムを用いて算定する操作方法を示します。 

本算定プログラムで入力が必要な田んぼダムの取組によるピークカット流量の計算は、別途「水

田流出簡易計算プログラム」が必要となるため、以下に示す URLよりダウンロードして計算を行っ

て下さい。 

 

① 「水田流出簡易計算プログラム」ダウンロード URL 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/mizu/kurasi_agwater/attach/other/ryuuiki_tisui-3.xlsm 

 

② 「水田流出簡易計算プログラム操作マニュアル」ダウンロード URL 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/mizu/kurasi_agwater/attach/pdf/ryuuiki_tisui-33.pdf 

 

以降 7.1.に示す内容は、「水田流出簡易計算プログラム」の操作方法の概要となります。 

操作の詳細については、上記②で示した水田流出簡易計算プログラムの操作マニュアルをご参照

ください。 

＜操作イメージ＞ 
 

 

 

  

7.1.水田単位面積(一筆毎)当たりピークカット流量の算定 

7.2.本算定プログラムにおけるピークカット流量の算定に係る操作 

算定のために別途「水田流出簡易計算プログラム」
が必要です。 

本算定プログラムにおける操作になります。 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/mizu/kurasi_agwater/attach/other/ryuuiki_tisui-3.xlsm
https://www.maff.go.jp/j/nousin/mizu/kurasi_agwater/attach/pdf/ryuuiki_tisui-33.pdf
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7.1. 水田単位面積(一筆毎)当たりピークカット流量の算定 

ピークカット流量は原則として「水田流出簡易計算プログラム」が必要となるため、ダウンロー

ドして計算を行って下さい。 

なお、水田流出簡易計算プログラムを利用せずにピークカット流量を算定した場合については、

後述する「7.2. 本算定プログラムにおけるピークカット流量の算定に係る操作」の＜参考＞の内

容をご確認下さい。 

 

7.1.1. 水田流出簡易計算プログラムの算定方法 

1）水田流出簡易計算プログラムの数値入力 

ダウンロードした「水田流出簡易計算プログラム」の「Input」シートについて、対象地区

の条件に合わせて入力して下さい。 

なお、入力内容については後述します「7.1.2.入力内容の整理」をご確認下さい。 
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2）計算結果の出力 

クリックして計算スタートを押すと「Result_流出量」シートと「Result_田面水深」シート

に計算結果として以下のようなデータが出力されます。 
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3）グラフ等の出力 

クリックして計算スタートを押すと「Graph」シートに計算結果として以下のようなグラフ

が出力されます。 
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7.1.2. 入力内容の整理 

「水田流出簡易計算プログラム」の「Input」シートにおける入力内容を以下に整理していま

すので、確認して入力を行って下さい。 

ピークカット流量を算定する必要があるため、「田んぼダムの取組を行っていない場合」と「田

んぼダムの取組を行った場合」の 2 つのパターンを算定するように、水田番号 1 と 2 で計算を

行うようにして下さい。 

この場合の水田番号毎の水田諸元については同じものを使用します。 

 

入力項目 入力内容の概要 

本算定プログ

ラムとの 

整合性 

計算諸元 記入済み数値をデフォルト値として計算できます。 － 

流量係数 C 記入済み数値をデフォルト値として計算できます。 － 

水田諸元 

 前項で収集した水田諸元の他に以下に示す諸元につい

て整理を行う必要があります。 

  〇田んぼの初期水深 

    参考：取組地区の平均値は約 0.10ｍ程度。 
入力の際には、ご参考下さい。 

  〇田んぼの減水深(1日あたりの浸透量＋蒸発散量) 

    参考；取組地区の平均値は約 20.3ｍｍ程度。 
入力の際には、ご参考下さい。 

〇 

落水桝諸元 

 落水桝の諸元として「水田流出簡易計算プログラム」の

「変数説明」シートで示されている落水口の幅等の条件を

整理する必要があります。 

－ 

降雨データ 
 「7.1.3.降雨条件の設定方法」に概要を示しますので、

確認して設定して下さい。 
－ 

田んぼダム 

器具諸元 

 ピークカット流量を算定するため、水田番号 1 は必ず

「0」を選択して下さい。 

 水田番号 2以降については、対象地区にあった流出量抑

制器具の方式にあったものを選択して下さい。 

〇 

水管理用堰板 
「水田流出簡易計算プログラム」の「変数説明」シート

で示されている水管理用堰板高さを入力して下さい。 
－ 

機能一体型 

器具諸元 

 田んぼダム器具諸元で「(一体型)」の記載のある器具を

選択した場合に、算定に必要な項目がハイライトされます

ので、条件を整理して入力して下さい。 

－ 

機能分離型 

器具諸元 

田んぼダム器具諸元で「(分離型)」または「(フリード

レーン)」の記載のある器具を選択した場合に、算定に必

要な項目がハイライトされますので、条件を整理して入力

して下さい。 

－ 

チェック欄 
 器具高さ＞畦畔天端となっていないかチェックするこ

とが自動でできますのでご活用下さい。 
－ 
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7.1.3. 降雨条件の設定方法 

「水田流出簡易計算プログラム」の「Precipitation」シートに気象庁で公表されている「確

率日降水量 (51 地点別)」が整理されております。 

そこで、「水田流出簡易計算プログラム」を利用するユーザーによって「Input」シートの降雨

データ欄の入力降雨を「No.」のセルに入力して下さい。 

後述する「9.参考資料」に確率雨量の設定方法及び時間雨量の算定方法についての考え方を記

載していますので参考して下さい。 

 

7.1.4. ピークカット流量の算定方法の考え方 

「7.1.2.入力内容の整理」及び「7.1.3.降雨条件の設定方法」に基づき、「Input」シートを作

成し、「クリックして計算」を押すまでが本算定プログラムを用いた算定で必要となる「水田流

出簡易計算プログラム」での操作となります。 

上記操作が完了後、後述する「7.2. 本算定プログラムにおけるピークカット流量の算定に係

る操作」へ進み操作を行って下さい。 

 

以下は参考情報として、ピークカット流量の算定方法の考え方を示します。 
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[参考：ピークカット流量の算定方法の考え方] 

「Input」シートを作成し、マクロで組み込まれている「クリックして計算」を押すと「Graph」

シートに計算結果として以下のようなグラフが出力されます。 

その出力結果をもとに、「田んぼダムの取組を行っていない場合」と「田んぼダムの取組を

行った場合」の 2 つのパターンのピーク流量を比較し、その差を田んぼ 1 区画(1 筆)当たり

のピークカット流量としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ポンプ運転時間の設定方法の考え方] 

上記の[ピークカット流量の算定方法の考え方]で利用したグラフを基に、代替施設(排水機

場)のポンプ運転時間の計算を行っています。 

計算方法については、以下の通り「田んぼダムの取組を行った場合」のピーク流量より「田

んぼダムの取組を行っていない場合」のピーク流量が多かった時間をポンプ運転時間として

います。 

 

 

 

 

 

 

 

  

ピークカット流量 

ポンプ運転時間(約 20 時間) 



- 25 - 
 

7.2. 本算定プログラムにおけるピークカット流量の算定に係る操作 

前項「7.1 水田単位面積(一筆毎)当たりピークカット流量の算定」において、水田流出簡易計算

プログラムを用いた算定結果を基に、本算定プログラムの操作を行います。 

操作については、本算定プログラムの「【貼付】別途プログラムの算定結果シート」の操作となり

ますのでご注意下さい。 

 

＜操作方法＞ 

 ①前項を確認し、水田流出簡易計算プログラムの「クリックして計算」を押し計算を完了して下

さい。 

 ↓ 

 ②計算結果の「Result_流出量」シートの A列から E列までを列コピーして下さい。 

 ↓ 

 ③本算定プログラムの「【貼付】別途プログラムの算定結果シート」の B 列から F 列までに②で

列コピーした内容を値貼付して下さい。 

   この時値貼り付けではなく、そのまま貼り付けてしまうとセルの形式が違うため、算定には

影響しませんが表示等がおかしくなりますのでご注意下さい。 

 ↓ 

 ④値貼付を行うとパターン毎のピーク流量及びピークカット流量、ポンプ運転時間の概定を自動

で行います。 

 

上記操作方法の操作イメージについて、次頁に示しますのでご参照下さい。 

 

＜留意事項＞ 

流出量抑制器具が特殊形状で「水田流出簡易計算プログラム」を利用せずにピークカット流量等

を算定した場合は、上記操作を行わず「【入力】ユーザー入力シート」の青色となっているセルに

算定結果の数値を直接入力して下さい。 

 

  
 

 

 

 

 

 

  

特殊な堰形状等で別途ピークカット流量の算定及び
ポンプ運転時間の概定を行った場合は、青色セルに数
値を記入して下さい。 
なお、通常時の算定では不要であるため、空欄とす

ることを基本として下さい。 
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＜運用イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

水田流出簡易計算プログラムの「Result_流出量」シートの
A 列から E 列までを列コピーして値貼付を行って下さい。 

値貼付後に自動的に
計算されますので、入
力は不要です。 
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8. 田んぼダム環境負荷低減の見える化算定結果 

1）【出力】シートの構成について 

 
【出力】シートは、以下の内容で構成していますのでご確認していただき、ご活用下さい。 

① 【出力】GHG削減量算定結果シート 

本算定プログラムの算定結果の概要を表示。PR資料としての活用を想定。 

② 【出力】算定結果詳細内訳シート 

本算定プログラムの算定結果について、排出プロセスの内訳等詳細表示。 

 

2）【出力】シートの内容について 

次頁以降に、各【出力】シートの内容について示しておりますのでご参照下さい。 
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（1）【出力】GHG削減量算定結果シートの内容 

a) 当該シートの内容 

本算定プログラムの算定結果について、PR資料としての活用を想定したシート。 

地区の図や写真等を任意で貼り付け。 

【出力】シートは、以下の 1ページで構成されています。 

 

・地区の概要 

【入力】ユーザー入力シートで入力した内容とリンクしており、基本的な地区概要の情

報を示しています。 

また、右側の枠で囲まれた箇所は、「地区の位置図」及び「流出量抑制器具構造」等の図

や写真を挿入して下さい。 

 

・温室効果ガス削減量の算定結果 

温室効果ガスの削減量の算定結果を、図と表で表示しています。 

対象地区の田んぼの区画(1 筆)当たりピークカット流量を示した図についても併せて表

示しています。 

グラフの赤矢印は、微調整する必要がありますのでご注意下さい。 

また、ピークカット流量のグラフは本シート内の数値を変更しても連動しません。 
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（2）【出力】算定結果詳細内訳シート 

a) 当該シートの概要 

本算定プログラムの算定結果について、各プロセスの内訳等詳細な結果をとりまとめたシートに

なります。 

一部、算定結果図とピークカット流量算定結果図の矢印の微修正及び内訳円グラフの数値引き出

し位置の微修正が必要ですのでご注意下さい。 

【出力】シートは、以下の 1ページで構成されています。 

 

・田んぼダムの取組における温室効果ガス排出削減量の算定結果 

【入力】ユーザー入力シートで入力した内容とリンクしており、基本的な地区概要の情

報を示しています。 

温室効果ガスの削減量の算定結果 及び 対象地区における田んぼの区画(1 筆)当たりピ

ークカット流量を示したグラフも併せて表示しています。 

グラフの赤矢印は、微調整する必要がありますのでご注意下さい。 

また、ピークカット流量のグラフは本シート内の数値を変更しても連動しません。 

 

：田んぼダムの温室効果ガス排出量算定結果内訳表 

田んぼダムの温室効果ガス排出量算定項目毎に内訳を算定結果として、図と表で表示し

ています。内訳項目については以下をご参考下さい。 

 

 <施工に係る温室効果ガス排出量> 

  畦畔再構築：施工として畦畔再構築を行う場合の温室効果ガス排出量 

  落水桝：落水桝の作成に係る温室効果ガス排出量 

  堰板：堰板の作成に係る温室効果ガス排出量 

 <維持管理に係る温室効果ガス排出量> 

 畦畔再構築：維持管理として畦畔再構築を行う場合の温室効果ガス排出量 

 見回り：見回りや水管理に係る温室効果ガス排出量 

 

図中の数値引き出し位置は、微調整する必要がありますのでご注意下さい。 

 

：代替施設の温室効果ガス排出量算定結果内訳表 

代替施設(排水機場)の温室効果ガス排出量算定項目毎に内訳を算定結果として、図と表

で表示しています。内訳項目については以下をご参考下さい。 

 

 <施工に係る温室効果ガス排出量> 

  土木：掘削や埋め立てなど土木施工に係る温室効果ガス排出量 

  建設：建屋の建設等に係る温室効果ガス排出量 

  排水機設備：排水機としてポンプの施工等に係る温室効果ガス排出量 

 <運転管理：ポンプの運転に係る温室効果ガス排出量> 

 <維持管理：施設の維持管理に係る温室効果ガス排出量> 

 

図中の数値引き出し位置は、微調整する必要がありますのでご注意下さい。 
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9. 本算定プログラム算定シート概要[任意変更を行う場合に参照] 

本算定プログラム算定シートである「温室効果ガス年排出量算定書」,「田んぼダム詳細算定書」,

「機場ポンプ詳細算定書」の概要を 9.1.～9.3.に示しますので、数値の任意変更を行う場合はご参照

下さい。 

算定シート内の青色で着色したセルは、ユーザーが任意でセルの数値を変更することができます。 

 

9.1. 温室効果ガス年排出量算定書に係る内容 

「温室効果ガス年排出量算定書」では、排出プロセス毎に「年当たり温室効果ガス排出量」を算定し

ています。 

シートは、以下に示す 1ページで構成しています。 
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9.2. 田んぼダム詳細算定書に係る内容 

「田んぼダム詳細算定書」では、田んぼダムに係る算定項目毎に「1ha 当たり温室効果ガス排出量」

を算定しています。 

シート内容を以下に示します。 
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9.3. 機場ポンプ詳細算定書に係る内容 

「機場ポンプ詳細算定書」では、機場ポンプの運転に伴う「温室効果ガス排出量」を算定しています。 

シート内容を以下に示します。 
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10. 参考資料等 

【参考：確率雨量の設定方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記内容の②及び③については、時間雨量の計算を別途行う必要がございます。 

別途計算が必要な時間雨量の算定方法については、次頁に概要を示しますのでご参照下さい。 

以下に、①及び②における気象庁データのある URLを示しますのでご参照下さい。 

 〇確率日降水量(51 地点別)データ 

  ⇒https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/riskmap/qt_table.html 

 〇確率日降水量 地域別図(アメダス)データ 

  ⇒https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/riskmap/listRTPD.html 

また、水田流出簡易計算プログラムの算定の際には、以下の通りとして下さい。 

 ①及び②の場合・・・30 年確率降雨の前方山型波形で算定を行うことを基本とします。 

           地区実態に合わせて変更は可能ですのでご検討下さい。 

 ③の場合・・・・・・ユーザーの設定により確率降雨及び降雨波形を設定して下さい。 

なお、「水田流出簡易計算プログラム」の「Precipitation」シートについては日雨量のみでは

なく 3日連続雨量での算定等も行えるため、ユーザーによって降雨データの変更が行えます。  

算定難度
【易】

①水田流出簡易計算プログラム内にあるサンプル降雨を使用する。
…

⇒「Precipitation」シートの対象地区の属している地方区分の降雨番号を選択して下さい。

②気象庁が公表している確率降水量 地域別図(アメダス)の情報を利用する。
…

⇒「Precipitation」シートの空欄である降雨番号1をご使用下さい。

③1/10確率降雨等ユーザーが望む確率降雨の雨量データを作成し、使用する。
【難】 …

⇒「Precipitation」シートの空欄である降雨番号1をご使用下さい。

ユーザーが望む確率降雨の時間雨量を算定し、その結果を用いて水田流出簡易計算プログラムを
利用する。

対象地区近傍の観測所の日雨量データについて気象庁HPより日雨量を引用する。

水田流出簡易計算プログラム内にある確率日降水量(51地点別)の降雨データを利用する方法。
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【参考：時間雨量の算定方法について】 

前頁の②及び③の場合で降雨条件を設定する際には、時間雨量を設定する必要があります。 

そこで、②における時間雨量の設定方法を以下に示しますのでご参照下さい。 

なお、③については「日雨量としての総雨量」をユーザーが設定する場合には本算定方法を参

照できますが、3日連続雨量等の場合ですとユーザーご自身で時間雨量配分を算定・設定する必

要がありますのでご注意下さい。 

 

＜算定方法＞ 

 1.前提条件の整理 

  ・水田流出簡易計算プログラムのサンプルデータについて、どの地域及びどの確率降雨に

おいても時間雨量配分は同じです。 

ただし、降雨波形においては、「前方山型」,「中央山型」,「後方山型」で時間雨量配分

が異なっているため、算定を行う降雨波形条件に合わせて時間雨量配分を行うことに注

意が必要です。 

 

 2.時間雨量配分の設定方法 

北海道(降雨番号 11)の総雨量からその時間雨量配分を基に時間雨量を配分して下さい。 

以下に、計算例を示しますのでご参照下さい。 

なお、この時に中央山型降雨を利用する場合は北海道の降雨番号 12を利用し、後方山型

降雨を利用する場合は北海道の降雨番号 13を利用するようにして下さい。 

 

＜算定例＞ 

[算定条件] 

30年確率日雨量・・・150mm 

降雨波形・・・・・・前方山型波形 

 

上記の場合、時間雨量配分の計算方法は以下の通りです。 

 

1時間：150×(4.3/131)=4.923≒4.9 

2時間：150×(4.9/131)=5.611≒5.6 

3時間：150×(5.7/131)=6.527≒6.5 

 ・ 
 ・ 
 ・ 

24時間：150×(2.8/131)=3.206≒3.2 

 

 

なお、この時に小数点第 2 位を四捨五入していますので合計数値が合わない場合はピークとなる時

間に合わない分を足すなど数値の微修正を行って下さい。 

1 北海道

降雨番号 11
総雨量 131

時間 雨量(mm/h)

1 4.3
2 4.9
3 5.7
4 7.2
5 11.1
6 26.7
7 8.5
8 6.3
9 5.2

10 4.6
11 4.1
12 3.9
13 3.8
14 3.6
15 3.5
16 3.4
17 3.3
18 3.2
19 3.1
20 3.0
21 3.0
22 2.9
23 2.8
24 2.8

前方山型
30年確率日雨量

 



 

お問い合わせ先 

 

農林水産省 農村振興局 農村政策部  
鳥獣対策・農村環境課 脱炭素化推進班 
 
〒100-8950 東京都千代田区霞が関 1-2-1 
TEL：03－3502－6091 
代表：03－3502－8111 
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